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要約 9月の米中枢同時テロ事件の背景にある宗教対立,政治的対立,経済的格差等に見られるような異文化間の

問題は,冷戦構造崩壊後の私達の社会にとって,地球環境の問題と並んで最大級の課題である。そこで,本研

究は多文化共生の実現を目指して,社会科教育を間い直し,人権と相互依存に基づく社会認識を育成するため

のカリキュラム及び授業構想を捏案する。
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はじめに

冷戦構造崩壊とともに,様々な分野においてグロー

バル化現象が見られるようになった。その影響を受け,

私達の地域,日本及び地球社会は未曾有の変革と問題

を抱えることとなった。

このような状況の中,学習者である子どもたちに主

権者としてのどのような能力を育成すべきであろう

か。社会科教育がその真価を問われていると考える。

本研究では,冷戦構造崩壊後このような問題に対し

て国際理解にかかわる社会科教育がどのような役割を

果たし,どのような課題を残してきたかを分析する。

次に,課題を解決するために新たな社会科教育論を

提案し,カリキュラム及び授業構想を構築したい。

第1章 地域,国における異文化間の問題及び地球的

課題が私達に求めるもの

第1節 地域,国における異文化間の問題及び地球

的課題が私達の社会に求めるもの

地域や国において,ニューカマーと呼ばれる人の

数が急増している。また,戦前からの歴史的なつな

がりにより,約64万人の在日韓国・朝鮮人が居住し

ている。私達は今やいなからにして,地球のすみず

みからの人と隣り合わせで生活しているのである。

地球全体では,温暖化,砂漠化やオゾン層の破壊

等の環境問題及び宗教や民族の違い(異文化)から

起こる戦争や紛争,テロ行為等,人権が基盤となる

地球的課題も深刻さを増してきている。

以上のように私達は地域,国,地球社会における

異文化間の問題と環境問題等への早急な対応に迫ら

れているのである。異文化間の衝突に対して,もは

や「日本人」であるという曖昧な帰属意識や単一民

族国家観では,円滑な生活を送ることすら困難なも

のとなってきていることは明らかであろう。

そこで,地域社会,国及び地球社会が多文化社会

であるという認識を持ち,社会的差別や人権侵害を

受けている人,集団を尊重していく姿勢が求められ

る。1)具体的には,アイヌや在日を社会的存在とし

てどのように位置付けていくか,また,外国籍を持

つ人々の生活権を法令等でどのように確保していく

か,さらに,障害を待った人や老齢者に対する福祉

をどう充実させていくかなどである。他には,環境

問題や南北問題等に対するThink globally,and act

locallyな取り組みが求められよう。

つまり,存在する問題を人権意識と相互依存認識

に基づいて捉え,政策・提案を通して,問題を解決

していく姿勢が求められているのである。

第2節 地域,国における異文化間の問題及び地球

的課題が社会科教育に求めるもの

早急な解決が求められる地球的課題に対して,例

えばグローバル教育や開発教育の方向性は適切なも

のであろう。それに加えて,前述のような国や地域

における異文化間の問題が顕在化している現在,多

文化教育の視点も取り入れていく必要があろう。゛

国際理解にかかわる教育について,これまでにも

大津や田渕などに積極的な取り組みが見られた。

例えば,大津和子はグローバル教育において,

「グローバルな視野に立って積極的に社会参加して

いける地球市民的資質の育成」を目指したカリキュ

ラムを構想している。3)

また,田渕五十生は主に在日韓国・朝鮮人の人権

を中心とした同和・人権教育を推進してきた。1)
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しかし,両者とも,高等学校における実践や提案

であり,初等中等社会科教育とのかかわりは明確で

はない。また,地域社会,国,地球社会における問

題・課題が個別に学習されるが,それぞれの関わり

についての言及はあまり見られない。さらに,学習

者の多様性や帰属意識の重複性については十分に配

慮された授業構想であるとは言い難い。これらの点

から両者の取り組みとも,従来の単一民族国家観や

同心円的拡大主義から脱却していないと考えられ

る。したがって,これらの点を改善した社会科教育

及びカリキュラム構築が求められるはずである。

学習者に求められる資質とは,地域,国における

異文化間の問題及び地球的課題に対応する能力,多

文化共生力である。5)換言すれば,自分の周りの社

会や地域,国,地球社会の一員として(｢重複的視

点｣と定義する6)),より高い水準での民主主義社

会の実現を目指す資質であろう。これらを開発して

いくために社会科教育において育成すべきものとし

て,人権と相互依存に基づく社会認識があげられる。

第2章 地域,国における異文化間の問題及び地球的

課題に対する冷戦構造崩壊後の社会科教育む

第1節 国際理解にかかわる社会科教育としての基

本要素

分析結果から以下のような評価すべき特色の基本

要素が見られた。8)

a:祭りや食文化など,学習者の日常生活に結びつ

いた学習素材を通しての異文化理解

b:外国人労働者を通した,国や地域における異文

化間の問題解決

c:難民や虐殺等の地球的課題を学習素材とした人

権学習

d:ロールプレイやシミュレーション,ランキング

などの参加型学習

第2節 国際理解にかかわる社会科教育としての改

善すべき課題の要素

分析結果から以下のような改善すべき課題の要素

が見られた。9)これらの課題は,従来の国際理解に

かかわる社会科教育が現代社会において,学習者と

して求められる資質を育成する上で不十分であるこ

とを示している。

A:思考や価値判断の基準が「一人の人間」ではな

く「国家」「民族」に求められるため/o)一人

一人が生きていくために保障されるべき,日常

生活における権利である「人権」や自他の相互

依存性についての認識育成が不十分である。

(基本要素a, b, cに関連)

B:同心円的拡大主義にとらわれる傾向が強く,学

習者にとって切実性の乏しいものになりがちで

ー

ある。(基本要素b,cに関連)

C:単一民族国家観に基づいた徳目主義的な認識に

とどまり,自己や周りの人の異文化性やその理

解は無視されがちである。(基本要素a, b, cに

関連)

D:学習者の学習に対する欲求や到達度などにおい

て,同一性を前提とした単式の単元構想となっ

ている。(基本要素a, b, c, dに関連)

E:徳目主義的な認識にとどまり,葛藤場面におい

て意思決定を行ったり,一市民(将来の主権

者:法的・政治的主体)として提案する活動が

少ない。(基本要素a, b, cに関連)

第3章 人権と相互依存に基づく社会認識を育成する

社会科教育の提案

第2章で論じた課題に対して,以下の対策を考え

た。

①「人権丿問題及び「相互依存丿概念を基盤とする

学習内容のスコープを設定する。

②同心円的拡大主義にとらわれず,地球規模の問題

を地域や自己の問題として捉えられたり,地域の

問題を地球規模で捉えられたりするような,切実

性のある学習内容のシークエンスを設定する。

(重複的視点)

③地域,国,地球を相対化して捉え,その中で自己

のあり方をみつめなおさせることにより,自己や

周りの人の異質性に対する理解を深めさせる。

(自己探究場面を設定)。

④多様な学習者を前提とした複式の単元構想を構築

する。

⑤価値葛藤の場面を設定し,そこで意思決定を行っ

たり,一市民(将来の主権者)として提案したり

する活動を意図的に設定することを通して,多様

な学習者にとっての問題解決的な学習を構築す

る。

第1節 内容論からの提案(対策①,②に対応)

第1項 人権問題と相互依存概念と重複的視点を

ベクトルとした学習内容のスコープとシー

クエンス3Dモデル

ワールドスタディズで指摘されている中心概念

について相互依存を上位概念とし,下位概念とし

てA:変化,B:葛藤,C:希少性,D:公正,

E:協調・参加を設定しn),X軸に配置する。

また,「人権」価値を基盤とするテーマ・問題

として,ユネスコ勧告等で指摘されているa:平

和・安全,b:社会,c:経済・開発,d:環境・

保全,e:文化を設定し,Y軸に配置する。

さらに,「重複的視点」として,①:家庭・学

校・地域社会,⑥:国,⑧:アジア・地球社会と

148



愛知教育大学教育実践総合センター紀要第5号

図1 人権問題と相互依存概念と重複的視点をベクトルとし

た学習内容のスコープとシークエンス3Dモデル(大橋作成)

いう3つの視点を設定し,Z軸に配置する。

上記の枠組みによって構成されるのが,図1の

「人権問題と相互依存概念と重複的視点をベクト

ルとした学習内容のスコープとシークエンス3D

モデルである。

左の図1をもとに,表1~表3に「重複的視点」

における視点ごとの具体的な学習素材を示す。

表1 重複的視点における視点①:家庭・学校・地域社会における学習素材例(大橋作成)

表2 重複的視点における視点⑨:国における学習素材例(大橋作成)

表3 重複的視点における視点⑩:アジア・地球社会における学習素材例(大橋作成)
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第2項 学習素材の学習内容としての位置付け及

び学習者の意識からの分析

一例として,表1~表3のX軸におけるB:葛藤,

Y軸におけるb:社会について考察する。

視当l③:アジア,地球社会

図2 視点別の学習素材と相互の関係(大橋作成)

例としてあげた学習素材は,特に視点⑧⑩にお

いて,歴史,社会,政治,地理的要因を総合的に

含んでいる。また,これらは地球的課題及び国が

抱える問題として早急な解決が求められているも

のである。

しかし,視点⑥:国における在日,アイヌ,同

和問題については,これまで教育現場では意図的

に避けられがちであり,十分な学習成果をにいた

っていないのが現状である。しかし,相互依存シ

ステムが進み,モノ,カネの移動はもとより,ヒ

トの移動が活発な現在社会において,該当地域で

ないからという理由は成り立たなくなってきてい

る。同様のことが視点③:アジア,地球社会にお

けるアボリジニやネイティブ・アメリカン等のマ

イノリティや政治的難民に対する問題にも言える

ことである。

さらに,視点①については,⑥及び③と本質は

類似な問題であり,地域社会の問題として新聞等

のメディアによって取り上げられる機会も多い。

以上の理由からこれらの学習素材が社会科教育

における学習内容として適切なものであると考え

られる。

学習素材に対しての学習者の意識については,

以下のとおりである。

視点①:家庭・学校・地域社会における家庭不

和やいじめ,学級の問題は毎日の生活と結びつい

ているため,学習者にとって切実性のあるもので

あり,意識も比較的高いと考えられる。

しかし,視点⑥:国における在日,アイヌ,同

和問題については学習者の意識は低いと考えられ

る。また,視点⑧:アジア・地球社会における文

明の衝突(例えば,イスラム教世界対キリスト教

世界等),マイノリティ,政治難民の問題につい

ても同じことが言えるであろう。なぜならば,こ

れらの問題は学習者にとって直接的な体験ではな

く,切実性の乏しい学習素材であるからである。

したがって,文明の衝突,マイノリティ,政治難

民等の地球的課題や国の抱える問題を扱うと同時

に,問題としての本質が類似である学習者にとっ

て身近な家庭不和やいじめ,学級の問題を人権問

題と相互依存概念に基いて見つめなおしていく学

習素材は必要不可欠なものであろう。

第2節 方法面からの提案

第1項 自己探究を目指した単元構想作成の視点

(対策③に対応)

地球的課題を学習素材として取り扱う時,陥り

やすい問題として,学習者が遠い「対岸の火事」

として捉えてしまうことである。

これについて,木村一子は「自己と世界とのつ

ながりを意識した上で,自己の見方・考え方や新

たな生き方を探究するというグローバル教育の内

的な側面が軽視されてきた」として,ワールドス

タディズについて,分析・検討を行っている。

木村はワールドスタディズを「特定の考え方を

教え込んだり,問題の背景にある複雑な社会構造

を解明することよりも,自己の見方・考え方や社

会の現状を意識し,そこに存在する問題に気づく

こと,そして新しいあり方や生き方を構想してい

くことをめざしていた」と論じている12)

本研究においては重複的視点を用いて,学習内

容に対する理解を深めたり,新たな自己構築をめ

ざしたりすることができる内容論に立脚している

が,方法論としても,単元構想の中に木村氏が主

張している,ワールドスタディズの方向性を取り

入れていきたいと考える。

第2項 多様な学習者の追究に対応する複線的な

単元構想作成の視点(対策④に対応)

「個性の尊重」「問題解決的な学習態度」とい

う言葉が学校教育全体や教科教育において日常的

に使用されて久しい。しかしながら,多くの社会

科教育における単元構想や授業実践において上記

の言葉の本質は十分に反映されていないように考

えられる。

なぜならば,従来の単元構想は系統性や流れを

固持するために,一人一人の管性や学習に対する

欲求,自由な追究を保障しているとは言いがたい

からである。そこには,学習者や社会の多様性,

多文化性を考慮しない単一民族国家観が根強く存

在しているように思われる。

したがって,F個性の尊重」「問題解決的な学習
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態度」を達成及び育成していくためには,一人一

人が異なる欲求や学びの方向性を有しているとい

う多文化社会を前提にして単元を組んでいく必要

があろう。この時,違い,換言すれば,異文化を

「民族的な問題」として捉える旧来の認識では限

界があろう。

土屋武志は,多文化共生社会の難問として,こ

の問題を捉え,「日本の社会科教育の課題は,単線

(系統)型の「基礎学力」,つまり学習者にとって

真に必要な学習テーマや方法を明確にするととも

に,そこから「発展」させるべき真の主体的思考

を伴う学習活動を意図的に示していく必要に迫ら

れる」と論じている。 13)

本研究は土屋の論点をもとに,学習者の多様な

追究に対応する複線的な単元を構想していきたい

と考える。

第4章 人権意識と相互依存認識を育成する社会科授

業構想

第1節 小学校におけるカリキュラム例

同心円的拡大主義にとらわれた指導要領に縛られ

ないカリキュラムが望ましいが,現状において通常

の社会科教育で実践することを第一に考え,新指導

要領の内容と配列を基盤として,本研究の方向性を

加味し,表4のように再構成した。

表4 人権意識と相互依存認識を育成する社会科カリキュラムの例(大橋作成)
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第2節 単元構想の例

表5 6年「在日韓国・朝鮮人問題と私達の社会」の場合<12-ﾄ14時間程度>(大橋作成)

おわりに

人権問題と相互依存概念と重複的視点をベクトルと

した学習内容のスコープとシークエンス3Dモデル」

について今後,以下の点において,分析及び検討を十

分に行う必要性が認められる。

・3Dモデルの枠組みが適切なものであったか。また。

- 152

普遍的なものでありえるか。

・それぞれの学習素材例が学習者の意識とどう関連し

あっているか。

・それぞれの学習素材例が社会諸科学の成果に基づく

学際的なものであったか。

また,(自己探究及び複線的)カリキュラム及び各
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単元構想の有効性について,実践を通して見つめなお

す必要が認められる。

さらに,本研究では,紙面の都合もあり,評価に関

してはほとんど言及することができなかった。本研究

に限らず,国際理解にかかわる社会科授業実践におい

て学習内容,方法及び評価を三位一体にして研究がな

されているものはあまり見られない。国際理解にかか

わる社会科教育がその目的を十分に達成するために

は,評価面を十分に研究し,実践に組み入れていくこ

とであろう。
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9)提案された社会科授業実践例の分析(大橋作成)

◎…設定してあり,強調している。○…設定してあるが,特には強調してない。

△…設定してあるが,強調してない。×…設定してあるが,適切ではない。-…設定してなし
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11)ワールドスタディズにおける中心概念について,

『グローバル教育としての社会科カリキュラムの

新構想-ワールドスタディズを手がかりに一』に

おいて大津和子はそれぞれの概念の特性により分

類を試みているが,本研究においてはそれを参考
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た。

12)木村一子「社会的見方・考え方の自己探究として

のグローバル教育-ワールドスタディズ(World
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『21世紀地球市民の育成・グローバル教育の探究

と展開』黎明書房, 2001, pp. 123-124に詳しい。

土屋は現状の単元形式を大きく崩すことなく,多

文化共生型の単元構想を構築するための基本要素

として,①単元の教育意義をよりいっそう明確化

すること②発展的学習課題と復習的学習課題とを
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(本論文は,土屋武志の指導のもと大橋直樹が執筆し

たものである。)
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